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【 議 事 録 】 
会議名 令和 5年度 第 2回子ども応援会議 

日時 令和 6年 2月 15 日（木）午後 5時 30 分〜午後 7時 00分 

会場 甲府市役所本庁舎 6階 大会議室 

議事 

１．子ども応援フェスタ等の開催報告について 

２．子ども応援デリバリー事業の運用について 

３．「学び」「衣・食」分野の活動状況及び異分野交流による活

動の活性化について 

４．その他 

資料 有■ 無□ 

出席者 

＜子ども応援委員＞ 

・特定非営利活動法人にじいろのわ 土屋 茂 様 

・甲府ライオンズクラブ 小穴 昭彦 様 

・特定非営利活動法人こどもサポートやまなし 池田 まゆみ 様、木村 輝三 様 

・甲州無料塾ココロ 西田 隆男 様 

・Maple tree 小池 楓 様、小池 恵子 様 

・山梨の子どもを支援する会 ル・ブーケ 宮沢 美穂 様  

・リズムオブラブ 渡辺 光美 様 

・合同会社 LLC 縁の下の力持ち 猪狩 裕太 様 

・特定非営利活動法人 甲府子ども劇場 井口 ひとみ 様 

・一般社団法人アイやまなし人材育成協会 園原 隆敏 様 

・甲斐縁隊 渡辺 すずな 様 

・NPO 法人チャリティーサンタ甲府支部 川添 花音 様、福本 彩心 様 

・やまなし邦楽合奏団「響鳴」 米山 弘美 様 

・成澤 千香子 様 

・根深 穂芝 様 

・雨宮 正直 様 

 

＜議事進行＞窪田副市長 

 

＜オブザーバー＞窪田課長（福祉保健総室総務課） 

 

＜事務局（子ども未来部）＞里吉部長、渡邉室長、金子課長、関係長、荻原主事 
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要旨 

１．子ども応援フェスタ等の開催報告について（資料 2参照） 

  ①「夏休み子ども体験教室」開催の報告 

  日時、場所、プログラム、参加者数等について事務局より報告した。 

 

②「子ども応援フェスタ（アートであそぼ！）」開催の報告 

 日時、場所、プログラム、参加者数等について事務局より報告した。 

 

③「子ども応援フェスタ（お城であそぼ！）」開催の報告 

 日時、場所、プログラム、参加者数等について事務局より報告した。 

 

２．子ども応援デリバリー事業の運用について 

 ①子ども応援デリバリー事業について、事務局より説明を行った。（資料 3-1 参照） 

   

 ②今年度の子ども応援デリバリー事業の実績を事務局より報告した。 

 

 ③デリバリー事業の運用変更について事務局より説明を行った。（資料 3-2 参照） 

 ⇒「食材の支援についてデリバリー事業に限らず、他の事業でも家庭への食材の支援 

 などが充実するといい」という意見をいただいた。 

   

３．「学び」「衣・食」分野の活動状況及び異分野交流による活動の活性化について 

 ①「学び」での課題や意見 

  ・新規の利用者が増えない。 

  ・認知度を広げるには個人では限界がある。 

  ・活動を知ってもらう機会を増やしたい。 

  ・必要な人に必要な情報が伝わっていない。 

  ・コロナ以降、人が集まらなくなっている。 

  ・福祉との連携、情報交換により、得た情報を民間に共有してほしい。 

  

 ②「衣・食」での課題や意見 

  ・子ども食堂に寄付された生ものをその日のうちに配布できる方法はあるか。 

  ⇒食材の配布や子ども食堂の情報などを共有するネットワークを「にじいろのわ」 

  が運営している。 

  ・小学校高学年から中学生、高校生の居場所、繋がりを作っていくためには行政や 

  民間企業、様々な団体と協働していくことが重要である。 

  ・支援を必要としている対象者が一歩踏み出せず、支援を受けれない現状がある。 

  ・会場まで来れないなど移動の面でも課題がある。 
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 ③その他の意見 

  これからも皆さんと協力して、多くの子どもたちに様々な体験を提供していきたい。 

 

４．その他 

「第１回 未来をつくるこどもまんなかアワード」の「未来をつむぐ『こども・若者』部 

門」において、子ども応援団体の「Maple tree」が、「内閣府特命担当大臣表彰」を受賞

したを事務局より報告した。 

会議の結果 

子ども応援フェスタ等の開催報告を行った。子ども応援デリバリー事業について、実績報

告、運用変更の説明を行った。「学び」「衣・食」分野の活動状況及び異分野交流による活

動の活性化について意見交換を行った。 

今後の予定 

会議の中で出た意見、課題に対しての対策を検討していく。また、今後も子ども応援団

体、子育ち応援者の皆様と情報共有や意見交換等を行い、子ども応援プラットフォームの

活性化を図っていく。 

 


